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 （司会）
それでは、第２部のパネルディスカッションに移

りたいと思います。
実は、今回のこの企画をするにあたりまして、県

の教育委員会の高校教育課にご相談に行きました。
そこで、海士町の岩本さんを呼んでやりたいんだと
相談をしましたところ、「それなら、高知県の高校
でもそういうことをやっているところたくさんあ
りますよ」ということを言われてびっくりした次第
でした。そういったことなら、ぜひ高知における高
校生の取り組みなんかも合わせて発表していただい
て、海士町での取り組み、そして高知における取り
組み、そういった事例も発表していただきながら、
我々自身学んでいこうということで、この第２部の
パネルディスカッションの企画をさせていただきま
した。

パネラーとして、前にご登壇していただいている
皆さんのご紹介をさせていただきます。正面左か
ら、先ほどお話しいただきました岩本悠さんに引き
続きパネラーとしてご登壇をいただきます。よろし
くお願いいたします。

 （岩本）
よろしくお願いします。

 （司会）
そしてそのお隣、高石清賢さんです。嶺北高校振

興会の会長さんです。よろしくお願いいたします。

（高石）
高石です。よろしくお願いします。

 （司会）
そして今回、特にこの取り組みが大変特徴的とい

うか、先進的だということで紹介いただいた嶺北高
校と窪川高校から、生徒さんお一人ずつご登壇をし
ていただきました。まず、嶺北高校からは岡村凌兵
さんです。

 （岡村）
どうぞよろしくお願いいたします。

 （司会）
そして、窪川高校からは敷地那奈美さんです。

 （岡村）
よろしくお願いいたします。

 （司会）
どうぞよろしくお願いします。
そしてコーディネーターですけども、黒潮町教育

次長で当センターの理事でもあります畦地和也さん
にお願いしてございます。よろしくお願いします。

 （畦地）
どうぞよろしくお願いします。

　 パネラー　　　　 岩本　　 悠 氏
　　　　　　　高石　 清賢 氏（嶺北高校振興会会長）
　　　　　　　岡村　 凌兵 氏（嶺北高校３年生）
　　　　　　　敷地 那奈美 氏（窪川高校１年生）
　 コーディネーター　畦地　 和也 氏
　　　　　　　　　　　 （黒潮町教育次長・高知県自治研究センター理事）

３パネルディスカッション
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 （司会）
それでは、以後の進行はコーディネーターの畦地

さんにお任せしたいと思います。よろしくお願いま
す。

 （畦地）
皆様、こんにちは。黒潮町

の畦地と申します。当セン
ターの理事をしています関係
で、今日進行をさせていただ
きますけれども、先ほど紹介

いただきましたように、私、地元の役場の職員で、
たまたま今教育委員会にいるので、教育というのは
非常に基本的にも関心がありますし、それから地元
の大方高校、10 年前に商業高校から県の再編で単
位制の普通高校になりましたけれども、その大方高
校のコミュニティスクールの座長をしているという
ようなことで、高校が地域にどのように力を発揮し
ていくのか、それがどのようにその地域に影響を与
えていくのかというのを大方高校の事例を見ながら
もいろいろなことを感じていますし、今日お話しし
ていただきました岩本さん、実は大方高校にも視察
に来られたということで、私も隠岐のほうから来ら
れるということは校長先生にお聞きをして、ぜひ同
席していただけませんかって言われたんですけど

も、業務と重なって会えなくてニアミス状態だった
んですけども、今回初めてお会いをしました。

その後、いろんなマスコミで隠岐島前高校の取り
組みというのは、今全国に影響を与えていますね。
高校魅力化という言葉が先ほど出ましたけれども、
多分この高校魅力化プロジェクトというキーワード
はこの隠岐から出たのではないかと思います。

今北海道からいろんなところで学校の再編に合わ
せて、今までの高校がなくなるというときには、地
域というのは残せということしかやらなかったんで
すよ。とにかく「残せ、残せ」、県教委あるいは県
議会に「残せ」。ところが、ここ数年は、残すため
には我々何をすればいいのかと。地域に住む我々は
何をすべきなのかというのを一生懸命考える地域が
出てきて、そういう地域が高校魅力化ということに
一生懸命いま取り組んでいる。中には、もう県立高
校じゃ駄目だから、市町村で引き取って市町村立の
高校にするという自治体も出てきました。

そういう中で、我々高知県も高校の再編、29 年
度から新たな再編で計画がスタートしますけれど
も、またさらに 10 年後には再編計画が出るでしょ
う。そうしますと、我々も今うちの町長にも言って
るんですけれども、10 年後、大方高校どうなるか
分かりませんよと。ほんとに地域が頑張って、高校
を核にしてどうやって地域づくりをしていくかとい
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うことを真剣に考えなければ、大方高校は残らない
のではないかということを言っています。

多分高知市以外にある県立高校は、同じような状
況になるでしょう。そのときに私たちは何をしなけ
ればならないのかというのを、今日一生懸命皆さん
と一緒に考えていきたいと思いますので、よろしく
お願いします。

実はこの４名の方とは、３時間ほど前に初めてお
会いしました。なので、打ち合わせはしましたけれ
ども、全くどうしようかってまとまらなくて、ほん
とに行き当たりばったりになるかもしれませんけれ
ども、皆さんに助けていただきながら進めていきた
いと思いますのでよろしくお願いします。まずは、
それぞれの参加をしていただいてる方に自己紹介を
していただきたいと思います。

岩本さんは先ほどお話ししていただきましたの
で、手前の嶺北高校の振興会会長の高石さんから、
自己紹介をしていただけますか。

 （高石）
嶺北高校の振興会会長をし

ています、また、嶺北高校の
「プロジェクト 41」という組
織の代表をしています高石
と申します。実は岩本さんと

は３年ほど前に海士町に視察に行ったときにお会い
して、いろいろお話を聞かせていただいたり、一緒
に飲ませていただきました。そのときに岩本さんと
か大江課長の話とか聞くと、やってることがすごい
ので、やっぱり話聞くとへこんでしまいました。け
ど、やっぱりその後、帰って考えると、あぁうちも
頑張らないかんなということで闘志がわいてきて、
また頑張っているところなんですけど、このプロ
ジェクト 41 のレポートも島前高校と一緒で、平成
21 年に生徒数が 41 名を下回りまして、ちょうど
再編計画の途中だったので、こら何とかせないかん
ということで、41 名というキーワードにして、プ
ロジェクト 41 という組織を学校、ＰＴＡ、行政、
議会、地域の方々に集まっていただいて立ち上げま
した。その後 41 名を超えた年もありましたけど、
また減少に転じるといった状況でございますので、

今は嶺北高校の魅力化と健全な存続に向けて取り組
んでいるところです。今日はよろしくお願いします。

 （畦地）
続いて、嶺北高校３年生の岡村さん、お願いしま

す。

 （岡村）
嶺北高校３年の岡村凌兵と

申します。高校は一応卒業
をしてしまったんですけれど
も、今まで３年間嶺北高校で
はたくさんのことをやってき
ました。高知県でも数少ない

学校だということで取り組みが認められたというこ
とは、大変うれしく思います。今日は、そんないろ
んな活動がある中で、高知県の地域に学校がどうか
かわっていけたらいいのかということを、高校生目
線で話ができたらいいなと考えています。今日はよ
ろしくお願いします。

 （畦地）
続いて、窪川高校の敷地さん、お願いします。

 （敷地）
私は窪川高校１年の敷地那

奈美といいます。まだ高校生
になって１年しか経ってない
んですが、私の通っている窪
川高校の取り組みや、私自身

が１年間やってきた取り組み、それを将来の夢なん
かと合わせてお話ししたいと思います。よろしくお
願いします。

 （畦地）
ありがとうございました。いずれの高校も特徴的

な取り組みをしているということで、県教委から紹
介をされたということでございます。そこで、お二
人の高校生にそれぞれの高校で、特に高校と地域、
あるいは高校生と地域、そういう両者間でどういう
取り組みをされているのかというのを、それぞれ嶺
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北高校、窪川高校の事例をご紹介していただきたい
と思います。まず岡村君から、地域とのいろんな取
り組みについてお話ししてください。

 （岡村）
嶺北高校には、主に五つぐらい自主活動組織とい

うのがあります。まず、地域ぐるみで商品開発をし
ていく「レイホクユースネイバーズ」という地域、
これから来る南海地震に備えて防災を高校生主体で
やっていくという「レイホクガーディアンエンジェ
ルス」という自主防災組織、それから環境のことに
ついて考えていく、嶺北地域は特に山の多い地域で
すので普段から山とか川とかに触れられる環境で、
高校生が環境について何をしていったらいいのかと
いうのを考える「レイホクエコフリューゲルス」、
それから去年度かな、高知東警察署さんができたこ
とでそちらと連携をとらせてもらって、また去年、
高知県のほうに嶺北高校の学生が描いたポスターが
配布されたそうで、「レイホクフリューゲルス」と
いって、そういった自主防犯組織などを立ち上げて
活動を行っています。また、嶺北地域は歴史も深い
地域で、例えば本山氏と長宗我部氏の戦いなんかは
とても有名ではないでしょうか。そういった戦いと
か歴史について探っていく「歴史探究」のこの五つ
のグループに分かれて、主に活動しています。

私は、高校時代、よく「レイホクフリューゲル
ス」と「レイホクガーディアンエンジェルス」のほ
うに所属をして活動していたんですが、「レイホク
フリューゲルス」は生徒会執行部が主となって活動
していました。嶺北地域などはお年寄りの方が多い
ので、最近ニュースでもよく聞くと思いますが、振
り込め詐欺とか、そういった詐欺の事例などがもの
すごく頻繁に出てきています。そういったことを予
防するには、やっぱり警察の方の努力も大事です
が、普段から地域に触れられる高校生から呼びかけ
をすることで、そういうことを防止できるのではな
いかと思いまして、「フリューゲルス」のほうでポ
スター配布、それから学校の前に、交通安全を呼び
かけるために週１回看板を出して立って啓発をする
というようなこともやっています。

また、ＲＧＡ（レイホクガーディアンエンジェル

ス）では、市内ここら辺は津波が来るということ
で、そっちの対策も大事だと思いますが、山間部は
山津波といって、山が崩れることによって川が氾濫
して大規模な災害が出るといったようなことも懸念
されています。そういったことを高校生が主体と
なって活動に取り組んでいこうじゃないかというこ
とで、去年の９月１日ですけれども、高校生を対象
として防災講演もやらせていただきました。その際
には、クロスロードクイズといって、「あなたなら
どちらにしますか」ってイエスとノーの形式に分か
れて、なぜそうなるのかを考えるといったような形
式で、一人ひとりが防災に関する知識を深めてもら
おうという、そういった活動もやっています。

嶺北高校は、そういったように高校生が主体と
なって活動していく学校です。また、地域の方も普
段からそういった活動に触れていただくことによっ
て、活動の取り組みはものすごくしやすくなってい
ます。高校生のする活動に地域の方が当たり前に触
れてくれる、それから協力をしてくれるといったよ
うなところが嶺北高校の魅力だと、私は考えていま
す。

 （畦地）
ありがとうございました。岡村さん、ちょっと聞

きたいと思いますが、商品開発って例えばどんなも
のがありましたか。

 （岡村）
商品開発は、「れいほく未来」という企業がある

んですが、そちらの方と連携をして、チヂミって韓
国料理があるんですけど、嶺北はすごいお米が有名
で、例えば「土佐天空の郷」とか、全国で１位を
取ったお米なんですけれども、そちらの米粉がとて
も有名で、米粉を使ってそのチヂミを作る粉を一緒
に商品開発したりとか、実際に地域の方向けという
か、全国に向けてもう販売も展開されている商品で
す。

また、あとはマドレーヌとかお菓子がメインなん
ですが、嶺北特産のもの、例えば「れいほく八菜」
といってとても野菜も有名なんですけれども、その
野菜を使ったお菓子作りをしてみようじゃないかと
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いうことで、特産品を使った高校生主体の商品の開
発をしています。

 （畦地）
チヂミ粉の商品名は何ですか。

 （岡村）
確か「チヂミ粉」ってでかでかと書いてあって、

赤いパッケージです。

 （畦地）
だそうですので、見かけた際には、ぜひご購入の

ほどをよろしくお願いします。
続いて、敷地さん、窪川高校の取り組みをお願い

します。

 （敷地）
私たちの窪川高校でやっていることは、まず主に

生徒会主催で清掃活動、地域の窪川のまちを歩い
て、ボランティアとしてごみを拾っていく。あと
は、２年生になったら、農業コース、商業コース、
大学進学コースに分かれるんですけど、その中の農
業コースの２・３年生が作ったシクラメンとかメロ
ンなどの花や果物の販売を地域の方にしています。
窪川の緑林公園というところでやる「米こめフェス
タ」という、「食の祭典」って呼ばれるのがあるん
ですけど、それに出品して買ってもらったり、あと
は３年生の地域課題研究で、介護のボランティアに
行ったり、防災の訓練に参加したり、商品開発で今
年はライスバーガーを作っていたと思うんですが、
それを窪川の有名な仁井田米とかショウガとかを
使った商品を作って、私も「米こめフェスタ」とか
に出品する活動や、あとは私個人でもあるんですが
防犯ポスターを制作、警察の方から依頼を受けて、
自転車の盗難防止を呼びかけるポスターを描いて、
駅の駐輪場に貼ってもらったり、あとは四万十町に
はよさこい踊り子隊「四万夢多」というチームがあ
ります。それに窪川高校は高校生が７人ぐらいで、
また先生も校長先生を合わせて２人参加してもらっ
てるんですけど、その「四万夢多」は町内のイベン
トにも出るし、本祭にも出るし、窪川高校だったら

文化祭や文化発表会にも来てくれて、地域の方と交
流が深くあると思います。

あとは、開かれた学校づくりでＰＴＡ、小・中学
校、役場、農協、卒業生の同窓会とかがかかわっ
て、生徒会が行った活動を報告し、地域の方、役場
の方などから、またこれはこうしたらいいんじゃな
いかとかいう意見を聞く、より良い学校をつくろう
という機会にもまいります。以上です。

 （畦地）
ありがとうございます。ライスバーガーはどこで

買えますか。

 （敷地）
ライスバーガーは普通には売ってないです。すい

ません。

 （畦地）
 「米こめフェスタ」に行けば買えるんです。

 （敷地）
今年は買えました。また、来年は、新しい３年生

が違う商品を開発して売ると思います。

 （畦地）
９月ぐらいですかね。いつだっけ。

 （敷地）
 「米こめフェスタ」は 11 月です。

 （畦地）
11 月ですかね。11 月の開催だそうですが、きれ

いな緑林公園とかですね、高校の下。

 （敷地）
高校のある下です。

 （畦地）
ぜひ皆さんも高校生が売っていると思いますの

で、新しい商品を買ってみてください。
それでは、高校生からは、高校生たちが地域とい
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ろんな連携をしながらの活動について、ご紹介をし
ていただきました。

続きまして、高石さんには、地域の住民側として
取り組まれてることについて、ご紹介をお願いしま
す。

 （高石）
先ほど言いました「プロジェクト 41」という組

織を平成 21 年に立ち上げました。この組織という
のは、何かをこの組織でやろうという組織ではなく
て、今言ったような学校、ＰＴＡ、行政、議会、地
域、そういった方々の嶺北高校の活性化に協力した
いという方々に集まっていただいて、これからどう
いう方向でみんなでやっていこうかというようなこ
とを話をしました。島前高校の視察も行ってきまし
た。そして、まねできるところは随分とまねもさせ
てもらいました。できないこともありましたけど、
パクれるものはどんどんパクろうというような思い
でやりました。

 「プロジェクト 41」というネーミングは、先ほ
ど岩本さんも言ってましたように、隠岐人とか島親
とか島留学とか、そういうネーミングってすごく大
事やなぁと、何かこうみんなが共感してくれるよう
な名前やないとなかなか方向性ってできないなと
いうことで、キーワードもその生徒数の 41 という
キーワードでして、そのころ「プロジェクトＸ」と
いう番組があったので、よしこれを引っ付けて「プ
ロジェクト 41」という名前にしようということで
考えたところ、割とこの名前結構広まっていろんな
方に覚えてもらいました。この組織で年間４回ぐら
いずっといろいろな取り組みもしながら、どういう
ことができるのかということを話し合ってきました。

それで３年目にそれをまとめたものを、「10 年
後の嶺北高校をめざして」という提言書にまとめ
ました。先ほど言いましたように、「プロジェクト
41」って何かをできるとかそういう組織ではない
ので、任意の組織ですので、それぞれの今ある組織
で何ができるのかということで、この中には各組織
ごとに書いてあります。提言書の中に、この件に関
しては行政担当ですよ、これは学校ですよというこ
とで、今ある組織にやってもらうということで提言

書はまとめてあります。提言書のキーワードとして
は、嶺北高校の存続が地域振興のかなめだと。嶺北
高校の健全な存続が地域振興のかなめにこれから
なっていくんですよということで、提言書には示し
てあります。

その中で、各組織にはいろんなことで動いても
らってるんですけど、なかなかその組織ごとに動け
ないところもあります。組織が学校の中に入ってく
るということもなかなか厳しいところもあるので、
一つ提案してやってもらったのが、社会福祉協議会

（社協）に学校に来て、いろんな子どもたちの活動
のコーディネートをしてもらいたいということで学
校に入ってきてもらいました。最初は小学校統合の
ときに小学校に入ってもらって、中学校に入っても
らって、その後、なかなか高校というところは入っ
てこれないところもあったんですけど、もう入って
くださいと、嶺北高校に入ってやっぱり小・中学校
と同じように子どもたちを地域に出してくださいと
いうことで、社協にお願いしました。社協も今入っ
てきていただいております。随分と高校の中でご活
躍してもらっています。

あと、私も「プロジェクト 41」の代表をしてる
んですけど、なかなか動けないことがある。会もし
たりして、いろいろ話はするんですけど、じゃあこ
の後に何を移すのかというと動けないところがある
ので、何とかこの岩本さんのような人が欲しいとい
う思いをずっと持ってました。

そういうことで、その方をということで「プロ
ジェクト 41」のほうでもいろいろしてたんですけ
ども、今年、土佐町の地域総合戦略会議で取り上げ
てもらって、今１名名前が、これもパクってしまっ
たんですけど、嶺北高校教育魅力化特命官という名
前で１名、嶺北高校のことでほんとに動いてもらえ
る方を地域協力隊として土佐町で職員採用していた
だきまして、動き出したところです。そういうこと
で、地域としても嶺北高校の魅力化、10 年後に健
全に存続しているように何とかしていこうというこ
とで、地域で応援しているところです。

その提言書の中でも、やっぱり宿舎とか寮とかい
うこともありました。ただ、外から人が来ると、ま
ず嶺北高校のいい状況が壊れてしまうんじゃないか
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と、そういう心配もありました。寮を建てるという
ハードルもすごく高かったです。そういうことでな
かなか進めなかったです。地域受け入れということ
も誰が責任を持つんだとかいうようなことで進んで
なかったんですけど、いま古川さんが話してくれた
ように、外からの人が入るとすごく高校は変わって
いくと思うんです。

実はこの岡村君も小学校の間は市内のほうの小学
校に行かれてて、中学校から嶺北中へ、そしてそこ
で嶺北地域の良さ、嶺北高校の良さを見て、嶺北高
校へ迷いもなく入っていただいて、そして高校のリー
ダーとして活躍してくれました。やっぱり少し二の
足を踏んでいた地域外からの生徒の受け入れという
ようなことも、これからやっぱり進めていかないと
いけないんだなと。やっぱり外から来た人によって
嶺北高校もこれから良くなっていけるんじゃないか
なと、そんなふうにも考えております。ただ、なか
なか受け入れ態勢できていないので、これからまた
そういうことも地域でやっていかないかんかなと、
そんなふうに考えてるところです。以上です。

 （畦地）
ありがとうございました。お三方からは、それぞ

れの学校ないしは地域からの取り組みについてご説
明をしていただきました。

岩本さんにも自己紹介ではないですけども、質問
があります。まず一つ目です。島前高校が導入した
グローカル教育やＩＣＴ教育、地域のスペシャリス
トを教師として招く取り組みは、島根や離島といっ
た地域性に関係なく、本来は現状の日本において当
然に取り入れるべき内容の教育だと思うのですが、
高校がなくなるかもしれないというような危機的状
況に置かれないとそうした改革はできないのでしょ
うか、というご質問です。

 （岩本）
今いただいたご質問に関し

ては、学校の存続とかの危機
がないとできないのかという
ことですけども、ひと言でい
うと、全くそんなことはない

ということですね、結論は。全国的に見たときに、
別に学校の存続危機のないところでも地域と一緒に
なってのプロジェクト型の学習だとかグローカルだ
とか、たくさんやってるところは先進的な事例であ
ります。学校の存続は一つの分かりやすいきっかけ
として活用はしやすいかと思いますが、別になくて
も問題はないと思います。

やっぱり一つ、その学校の存続って、どちらかと
いうと、地域側の問題意識を持つ地域側が何とか学
校を残そうとかっていう形で動く傾向ですけども、
そうじゃないところでどうやっているのかという
と、今日のシンポジウムのテーマでもあります、地
域の若い人たちの流出を何とかしたいというところ
ですね、動機の一つは。

外に行ってもやっぱりどっかで帰ってきてもらっ
て、もしくは地元にできれば残ってもらいたいとか、
そういった企業さんとか地域側のニーズからそう
いった動きをやっていこうという地域もありますし、
あと学校側からすると、これから大学の入試改革な
んかもどんどん進んでいってる中で、本当に生徒た
ちの学びの意欲を高めるとか、今後必要になってく
る力を広い意味での学力、学ぶ力を育てていくとい
う中で、教室でのレクチャー形式、トークでやって
いる授業だけでは駄目だという中で、今フェブラリー
とかいわれてますけども、そういったものを積極的
に導入していこうと。そうした中で、地域という絶
好の学びのフィールドなんかも活用しながらやって
いこう。そんな動きの中で起きてるところなんかも
ありますので、一つのきっかけとしてはありますけ
ども、それにこだわらないというところです。

 （畦地）
ありがとうございました。次の質問です。海士高

校には「ヒトツナギ」があって、そこで地域との協
働でさまざまな取り組みをしているそうですが、ど
のようなことをしていますか。また、そのように地
域と一緒に物事を進めるにあたって、苦労された点
は何でしょうか。

 （岩本）
 「ヒトツナギ」という、いま部活動になってます
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けども、もともとは生徒たちが、隠岐諸島って結構
観光客がこの 20 年ぐらいで３分の１ぐらいに減っ
てたりとかして、観光を何とかしたいという課題が
ある中で、生徒たちがこの地域の新しい観光プラン
を考えよう、企画を考えていこう。そんなことを
やっていました。

授業で、あと課外活動的にやってたんですけど
も、その中で生徒たちから出てきたのは、この地域
の新しい観光の資源として、もしくはこの地域のほ
んとの魅力って人じゃないかと、もしくは人と人と
のつながりじゃないかということを生徒たちが言っ
て、今までは自然だとか文化、歴史、高知だと坂本
龍馬とか、そういったものを要は観光資源だといっ
てやっていってますが、うちの島のもう一つの切り
口としては人だと。

今こうやって生きている、もしくは人と人とが一
緒になって思いを持ってやっている人たち、これを
魅力として捉えた観光企画というか、彼らはそれを
今、魅力だからもっと伝えていきたいという視点が
強かったですけども、やっていこうということで、
そういうのを感じられるツアーを企画しました。

外から、彼らは高校生ですので、お客さんは自分
たちが最も手が届く、自分たちだからこそ価値を提
供できるターゲットは高校生とか中学生だろうとい
うことで、中高生をターゲットとした観光企画を考
えて、全国からこの町に来る、かつ地元の子たち、
地元の中高生も一緒にお客さんとして、地元の子た
ちと外から来る子たちがペアになって指令とか探
検、探検というか冒険というか、「オオタさんを探
せ」みたいな指令があると、それをクリアするには
地域の人たちにいろいろ話しかけたりもしなきゃク
リアできない。そういうような課題をクリアする中
で、外から来た子と地元の子の関係性も深まるし、
地域とのつながりもできる。地元の子たちも地元の
再発見につながる、そんなことを考えた企画を彼ら
は立てました。

これが結構生徒たちも面白くて、もしくはそれに
参加した県外から来た中学生が、今度は自分たちが
この「ヒトツナギ」をやる側になりたいということ
で、島前高校に入学してきて、「ヒトツナギ」をや
るというような形がどんどん生まれてきて、生徒た

ちもただのイベントで終わらせずに、ずっと活動続
けたい、じゃあ部活動という形にすれば、存分に活
動できるし、継続してやれるということで部活動に
なって、今もそういったツアーを代々いろんな形で
やっているというところです。

やっぱり地域の方たちと一緒にやるときの一つの
肝は、生徒だけでやると、それをコーディネートす
る側がどれだけちゃんと地域の人たちと関係性をつ
くれるかどうかというところが大きいかなと思って
ます。ただ、生徒を行かせて、「はい、やってきて
ね」というだけではなかなか学びが深まらなかった
り、生徒がうまくできない部分とか、取っかかりも
ありますんで、コーディネートする側が地域のキー
マンだとか、ネットワークを持ってる方たちとやっ
ぱりちゃんとコミュニケーションをとってやってい
くと。

場合によっては、いま生徒たちこういう状況だ
から、地域の方に今度生徒がそういうので来たと
きに、「叱ってもらって構いませんから」、もしく
は「厳しくやってください」とか、そういう形で一
定、なかなか教員が言っても生徒が聞かないとか、
そういったケースがたくさんあるので、親が言って
も子どもは聞かないと同じようなもので、それを地
域の方たちから言ってもらうと、ものすごい生徒た
ちに響きます。

それだけのコミュニケーションなしに生徒が行っ
て、何かあそこの生徒はほんとにだらしないとか、
やる気がなくて困ってるとか、何かいろいろ逆にク
レームになるところを、ちゃんとコミュニケーショ
ンとってやっていくと、逆に地域の人たちが地域の
教育力、地域の方たちの教育力を発揮していただい
て、生徒たちの学びにつなげていけるというところ
ですね。そこでコーディネーターの地域の方々との
共有を含めた、学校をまきこむとか、そこら辺をつ
なげる力、人つなぎの力みたいなものが問われると
ころなのかなと感じてます。

 （畦地）
ありがとうございました。質問をたくさんいただ

いてますけども、議論を少し深めたいと思いますの
で、皆様からいただいたご質問につきましては以上
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にしたいと思います。実はここまでは一応打ち合わ
せしてたのですが、これからは打ち合わせしてない
ので、今話を聞きながらこの次どうしようかなと思
いつつ聞いてる中で、岩本さんに僕から質問です。

今、地域に生徒を出して、地域の課題を解決させ
る学習だということをおっしゃられて、その際に
コーディネーターの役割は非常に大事というお話さ
れたんですけども、実は、我々の地元の大方高校で
も、開学のときから「自立創造型地域課題解決学
習」という授業をやっています。これは地域から生
徒に課題を何個か与えるんですね。その中から班に
分かれて、自分たちの班はこのテーマで取り組みた
いというのを取り組んで、地域に出向いてヒアリン
グをして、課題解決策のプレゼンをするという、そ
ういう授業です。地域課題解決型。

当然その各班に先生が付きます。関係者がいらっ
しゃったら申し訳ないですけれども、やはりその付
く先生の力量によってその班の出来ってすごく違う
んですよ。もちろん地域の受け入れる側の地域力も
当然ありますけれども、地域と生徒をつないでコー
ディネートをさせる先生の力量というのはすごく
あって、ここら辺が新しい大方高校の学びを続ける
ために、申し訳ないですけれども、今の県教委の抱
えている高校の先生方には少し足らない部分なのか
なぁと思っているんですが、そちらのほうはどうで
しょうか。

 （岩本）
島根県はこういう話なかなかね、関係者がいない

んでしにくいところなんですけども

 （畦地）
僕もしてますよ。

 （岩本）
正直、教員のそういう資質みたいなところが、そ

ういった形の課題解決型学習に関する資質とか経験
がかなり問われる。それによって左右されるという
のは当然あります。そのときに、いい先生が来なけ
ればできないではやっぱり広がらないし続かない。
ですから、これをどう仕組みとしてできるようにし

ていくのかということが、地域側とか学校を経営す
る側とか、もしくは地域と学校で一緒にやっていく
人たちに問われてることだと思うんです。これがま
ず知恵の出しどころだと思います。

ほんとにスーパーな先生たちが来て、その人がい
いことをやってくれるとか、当然それはすばらしい
ですけど、そんなことめったにないですし、絶対続
かないですから。こんなに異動が頻繁に起きる中で
ですね。仕組みとかもしくは文化にしていくという
ところです。

その中でどうやっていくのかというものが、多分
いろいろなやり方があると思います。島前とかで
やっているのは、コーディネーターという地域の
人、地元出身で地域のことを分かってる、学校のこ
とも分かるというような人がコーディネーター役と
していて、その人は高校の教育のルール変わって
も、その役割は多少人が変わっても、地元のことも
分かって学校の教育のことも分かるという役割の人
がちゃんといて、その授業、例えばこういうテーマ
だったらこの人に来てもらったらいいとか、この人
にメンター役やってもらったらいいとか、そういう
形でかかわる、そういう役割をちゃんと担保してい
くことだと思うんですね。

あと、嶺北高校、窪川高校、いろんなところで
やってますけども、そういう地域の学びを応援する
地域の方たちのＮＰＯとか住民団体の方とかそう
いった方たちの協議会だとか、その協議会の中にい
ろんな分科会とか部会みたいなのがあって、その部
会の人たちが生徒たちの地域の学びをどうサポート
していくか、そんなことをそこで考える仕組みがあ
るので、生徒たちがその中で、自分たち今こういう
ことやってる、これ困ってるみたいなのを発表させ
てもらったりして、その人たちからいろいろフィー
ドバックしてもらうとか、人を紹介してもらうと
か、そういうある程度、仕組みの中で生徒たちの学
びをやっていくということが重要なのかなと思って
ます。

ただ、中長期的に見ると、教員もそういうことが
できるようになっていかなきゃいけないというのは
当たり前、当たり前というか、今後の流れの当然主
流になっていくと思いますので、今やってるのは、
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この４月からはコーディネーターの養成コースとい
うのも立ち上げて、島根大学というところと一緒に
なって、全国のそういうコーディネーター的な役割
を、学校と地域をつなぐというので果たす人たち
が、オンラインとかを中心に、現場で学べるような
コースを１年間かけてつくって立ち上げてやってい
きます。あと教員養成とか教職大学院とかでもそう
いったプログラムを提供しながら、教育にかかわれ
る関係者を今度は育てていくというところを今少し
試行を始めているというところです。

 （畦地）
ありがとうございました。我々の努力もちょっと

足らないというところもあります。今、岩本さん
からありましたように、やっぱり中長期的にはそう
いう力を持った教員も必要なんだろうと僕も思いま
す。ぜひ地域協働学部の中から、そういう先生も誕
生していただけるとうれしいなと思うということ
と、これからの議論は、やはり高校を残そうという
議論ではないですね、今日の議論というのは。何の
ために高校が要るのかというところから出発をし
て、そもそも私たちはどういう地域をつくりたいの
かというところに焦点を当てると。じゃあそのため
の若者、どういう人材が要るのか、そのための教育
はどうあるべきかというのが、多分今日の議論だと
思うんですね。

そうしますと、そもそも高知は何のために若者を
残したいのか、どういう若者が欲しいのか、そのた
めにどういう教育をするのかというのが多分議論の
焦点になってくるのだと思いますので、少しそこに
フォーカスをしながら今後の議論を進めさせていた
だきたいと思います。まず先ほどご説明をしていた
だきました地域の取り組みの中で、それぞれやられ
た結果、いろんなことを感じられていらっしゃると
思うので、まずその点からお聞きをしたいと思いま
す。

まず、高石さんにお聞きをしたいんですけども、
振興会あるいは「プロジェクト 41」などの活動を
することによって、それに参画をされた地域の皆さ
んの気持ちといいましょうか、思いといいましょう
か、そういう変化などはあったでしょうか。それに

ついて少しご説明をお願いします。

 （高石）
「プロジェクト 41」を立ち上げていろんな話をす

る中で、一番の収穫は方向性が一つになったとい
うことです。議会なんかでもいろいろとやってま
した。行政、学校も取り組んでますし、それからＰ
ＴＡもやらないかん。地域も心配もしてます。そう
いった中で、みんなが同じ方向を向いて足並み揃え
てやっていこうと、方向が一つになったというのは
一つの収穫。また、どんなに動いてるのか、学校が
どんなことをしてるのか。それから、行政側でどう
いう取り組みをやるか。議会で議員さんたちは何を
取り組んでいるのか。そういったことを情報共有を
することがまずできたということが「プロジェクト
41」の収穫。

ただ、じゃあみんなが提言書にあることを実行に
移しているかというと、なかなか実行には移せない
とこがあります。そこで今年、振興会の会長になっ
て、メンバー・役員を一新して、実行できる人間を
ある程度入れて、とりあえず実行に移せるような体
制というものもつくっていかないかんのかなと。
はっきりいうて、行政の方に随分入ってもらってま
す。そうしないと、提言書で、こうやるといいです
よというだけではなかなか思ったところに進まない
です。

 （畦地）
具体的にアクションにしていかなければ、言いっ

ぱなしでは駄目だということですね。

 （高石）
提言書だけつくって、見て終わりなので、思いは

あるけど、やっぱり実行に移せる母体を編成せん
ことにはなかなか厳しいかなと。そういうことで、
さっき言ったような人たちに協力隊として入ってい
ただいたりという動きはしています。

 （畦地）
そういう意味では、冒頭に私が言いましたよう

に、高校を残せというだけの段階から、じゃあ我々
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は何をすべきかという段階に移ってるという、そん
な感じでしょうか。

 （高石）
そうですね。何ができるかは、もう言うとおりに

しますんで、何をするかになっています。しないと
進まない。だから、そんな悠長なこと言って計画だ
け立てている場合じゃないので、要はできることか
らとにかくやっていくというアクション、そっちの
ほうを早めています。

 （畦地）
ありがとうございました。続いて、高校生の２

人、特に岡村君は３年生なので、３年間嶺北高校で
いろんな活動をしてきたということですけども、１
年生より２年生、２年生より３年生で、多分心境の
変化とか気づくことがいろいろあったと思うんです
けども、自分なりに高校３年間を振り返って、こん
なに気持ちが変化してきましたというようなところ
があれば、お願いします。

 （岡村）
先ほど高石さんからもご紹介いただいたとおり、

僕、小学校のときは市内に住んでました。中学校で
ちょっと事情があって嶺北に行くことになったんで

すけれども、中学校３年間は全く地域ということに
念頭を置いてなくて、嶺北高校に何となく進学とい
うか、いや、それでも面白そうだから進学してみよ
うというのもありました。

高校１年のときはまだ地域というその概念がなく
て、先生に生徒会に入ってみないかと言われて、生
徒会に入って１年間やったんですけども、具体的に
どういうことをすればいいのか、高校１年のときは
分かりませんでした。

高校２年になって、生徒会長をやらせてもらった
んですけれども、そのときに他校の生徒さんとお
話をする機会があったんですけれども、うちの生徒
会ではそんなことしないよということを言われまし
て、うちの自主活動の話のときに、うちの高校はと
ても特別なことをやっているのかなという意識がそ
のときに出始めました。自分たちがやっている活動
に誇りを持てるようになってきて、そのときから、
地域とかかわるということはどういうことかという
のを高校２年のときから少し考え始めました。その
頃から、そのときまであった活動も活発的になって
きて、それまで嶺北地域限定で活動していたものが
だんだん高知県下に活動が広まるようになってき
て、自分たちの活動が認められるということがとて
もうれしい時期でありました。

高校３年のときには、もう生徒会も引退したんで
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すけども、まだ何かやれることはあるだろうと、そ
のとき既に受験勉強が始まっていて、すごい忙しい
時期ではあったんですけれども、それでも普段育て
てもらっている地域の方に何か恩返しができないか
という気持ちで頑張ってました。

 （畦地）
冒頭のほうに言っていた、自分の中に地域がな

い、地域という概念がないという感覚はどんな感じ
ですか。

 （岡村）
地域で育った方っていうのは、やっぱりふるさと

といえばここでしょという確固たるものがあって、
でも、そのときまだ僕にはなくて、小学校のときは
ずっとマンション暮らしだったので、何かこう故郷
といわれても、どこが故郷なんだろうっていう、果
たして今自分が住んでるマンションのこの部屋がふ
るさとなんだろうかみたいなことも考えてて、い
や、でもやっぱり違うなと。何かぼんやりとしたも
のしかなくて、でも今、市内で 12 年間、嶺北で６
年間育って、今 18 ですけれども、どっちがふるさ
とに近いかって言われると、嶺北というのがすぐ浮
かんでくるんですよ。

それはなぜかというと、古川さんが話されたよう
に、地域を深く知っているということがやっぱり大
事だと思うんですね。嶺北地域っていうのはものす
ごく魅力がたくさんあって、何をするにしても材料
が調っている。じゃあ始めようということがすぐで
きる。あとは、自分が暮らしていて誇りに思えると
いう、そういう地域だと思います。なので、心の中
にある地域というのは、何か自分たちが当たり前に
暮らしているけれども、その当たり前の中に誇りに
思えるものがあるっていうのが、それなんじゃない
かなって思います。

 （畦地）
何か聞き入ってしまいましたけども、ありがとう

ございました。そしたら、敷地さんは高校１年生
ですよね。窪川で生まれ育って、地元の窪川高校に
進学したということですけども、進学する前に思っ

ていた窪川高校と、進学してこの１年間経っての窪
川高校は一緒でしたか、違いましたか。同じところ
も、当然違うところもあるでしょうけれども、そこ
の点をお願いします。

 （敷地）
私は、中学校２年生ぐらいにもう窪川高校に進学

しようと思ったんですけど、でも、窪川高校のいい
ところを一つも知りませんでした。お母さん、お父
さん、お兄ちゃんが窪川高校に通っていたというの
もあるし、私は将来町外に出るより窪川で働きたい
と思ったので、それだったら就職するときに、窪川
高校で、窪川で住んでたほうが自分の強みになると
思って、窪川高校に行こうって決めました。

なので、高校進学するとなったときは、ほんとに
それだけの理由で、窪川高校がどんな活動をしてど
んないいとこがあってっていうことがほんとに分か
らなくて、中学校３年生のときは、窪川高校の生徒
会とかが高校の説明をしに来てくれたりもしたんで
すけど、あまり頭に入ってこなくて、でも実際将来
働くために頑張ろうと思って高校に入って、いざ入
学したら、入学したときから活動は全部濃くて、部
活動も中学校のときはこんな部活があることを知ら
なかったし、みんなそうだったと思うんですけど、
窪川高校は市内に比べたらレベルが低いとか、全然
充実してないとか、妥協して入るみたいな、学力と
かもそんなに高くなくても入れるっていう、何とい
うか、ほんとに自分も妥協して入ってる部分がある
がじゃないかってぐらいの気持ちで入ったんですけ
れども、入ってみたら、行事とかも先生との距離が
近くて、多分市内の学校に流されて行ったら、こん
な楽しいこともしなかったし、自分で行動する力も
つかなかったし、いい先生とも出会えなかったし、
将来に向けて充実した活動もできなかったなと思い
ます。高校に入ってから良さが分かりました。

なので、もっと中学生にこの高校がしていること
を伝えていけたら、進学率も上がると思うし、窪川
高校でいいやじゃなくて、窪川高校がいいって入っ
てきてくれる中学生も増えるんじゃないかなと思い
ます。
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 （畦地）
ありがとうございました。校長先生が学校回るよ

りも、彼女に回ってもらうほうがよっぽど入学生増
えるかもしれませんね。すばらしい。

 （窪川高校校長先生）
そのとおりだと思います。

 （岩本）
今の話すごい興味持ったん

ですけども、まず、そもそも
何で中学校のときから窪川で将来働きたいなんてこ
とを思ったのかというあたりは、今日のテーマにつ
ながるヒントがあると思うので、そこら辺を教えて
もらってもいいですか。

 （敷地）
私の夢が、窪川で働く保育士です。何で保育士に

なろうかと思ったのは、私自身が地元の窪川で育
ててもらえてほんとに良かったと思うからです。そ
れは小さいときから、家の近くの四万十川で泳いだ
り、お兄ちゃん、お父さん、おじいちゃんについ
てってアユを捕ったり、魚を捕ったり、いろんなこ
とをしました。あとはタケノコも掘りに行ったし、
畑へ行ってナシとかブドウとかをいっぱい食べらし
てもらったり、近所の人もあたたかくて、人は少な
いけど、その分人とのかかわりが強いので、小さい
ときからずっとお世話になったおばあちゃん、おじ
いちゃんとかに恩返しするためには、この地域をそ
のままつなげていくのが一番だと思ったのと、自分
みたいに人と自然とのかかわりが大きい窪川で、元
気でアクティブで自分のことをちゃんとする子ども
を育てる助けができたらいいなと思ったのが動機で
す。

 （岩本）
ほんとにすばらしいですね。ちなみに、今、高校

で部活をされてるということで、実際、地域で何か
やるとかっていうことのどんなとこが楽しいのかっ
ていうのと、いわゆるその魅力みたいなのを聞きた
いのと、あと、周りの生徒は実際どうなのと。それ

は敷地さんが非常に、何というのかな、特出した何
ですかね、いい意味で変態で、たまたま敷地さんだ
けがそう思って、それで校長先生に選ばれてここに
いるのか、周りの生徒も結構そうなのか。当然全員
がみんなそんなふうになってるとは思えないんです
けども、そこら辺、周りの生徒のことなんかも合わ
せて、敷地さんは何が楽しいのか、周りの生徒はど
んな感じなのかというのをちょっと教えてもらえた
ら。

 （敷地）
私が楽しいのは、中学校と比べたら高校は人数が

すごい違うんですよ。中学校は１学年 100 人ぐら
いだったんですけど、高校に入ったら全校が 100
人になって、だから、自分自身が動かないと何かす
る機会も少なくなるし、行事も横から見ているだけ
じゃ何も楽しくないなと思いだして、地元の高校な
ので、保育園、小学校、中学校、高校とずっと一緒
の友だちがいるんですけど、その友だちならしてき
たことも一緒だし、したいことも似てて、なので、
その人たちと一緒に何か楽しいことをしよう、自分
たちでつくろうっていう達成感とか一体感とかが生
まれてきて、それがすごく楽しいと思います。

でも、周りには「高校を卒業したら絶対都会に行
く」とか、「窪川を絶対出たい」みたいな人たちも
いるので、それは、人の考えの違いと割り切って、
その場その場でどうしたらその人たちも一緒になっ
て楽しめるかと考えるのが、自分の性格というか、
高校を充実して過ごせるためのつながりなのかなと
思います。

 （岩本）
ありがとうございます。今お話聞いて、結構面白

いコメントが幾つか出てたと思います。というの
は、一つは窪川高校も嶺北高校もそうだと思うんで
すけど、規模が小さいからこそ一人ひとりの役割と
か舞台とか、活躍の場みたいなものがやっぱり大き
く変わる。１万人いるうちの１人だと、１万分の
１。100 人のうちの１人だと、100 分の 1。１万と
100 だったら、１万のほうが数は多いけど、でも１
人の役割というふうに見たときに、１万分の１より
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100 分の１のほうが大きくなる。まさにこういう小
さいからこそできるものなのですね。やっぱりそう
いった部分なんかが逆に魅力になって、濃い仲間だ
とか、自分の役割の中での達成感、そんなのがある
のかなと思いました。

資料の 17 ページの下「【これから】縦と横での
協働による教育体制」というところに少し変な図
があるかと思うんですけれども、先ほど高石さんと
か岡村君の話を聞いて、あぁなるほどなと思ったこ
とがあったので、少し紹介させてください。 ここ
の図で、そういう地域をつくる人づくりのときのポ
イントでよく言われてるものって、「in」「about」

「for」「with」というふうに書いてます。
これ何かというと、小さい頃から発達段階に合わ

せてどういう教育活動が、その地域に対しての愛着
とか誇りとかを育んでいくのに効果的なのかという
ものの段階キーワードとかが出てるんですけども、

「in」というのは、地域の中で体験する、浸るとい
う、いわゆる地域にどっぷり浸りながらするさまざ
まな原体験が起こっていくということで、先ほど敷
地さんが言われてましたけども、地域でいろんな体
験をさせてもらったとか、こんなことをやってと
か、こんな風景、まさにそういう活動とか体験です
ね。これって、小さい頃にどれほどそういう原体験
をしっかり持っていくかということが、将来的なそ
の地域に対しての愛情につながるというようなとこ
ろです。

次は「about」って、地域について調べるとか知
るとか、伝えるとか、考えるというフェーズです
ね。結構その地域のことを好きになってもらおうと
思ったときによく起こりがちなのが、地域の魅力の
詰め込み教育みたいなことをやろうとするわけです
ね、大人は。この地域がいかにいいかみたいなこと
を徹底的に教えてやろうみたいな、こんな歴史が
あって、こんな偉人がいて、それでこうだったんだ
みたいな、この場所がみたいな、もう詰め込みを押
し込みというか、プッシュプッシュするわけです
ね。

それはそれでいいときもあるんですけども、でも
やっぱり自分たちで調べていくとか、知っていくと
いう、詰め込まずともいろいろなテーマとか興味と

か関心を引き出しながらやっていけば、自然と知っ
ていく、調べていく、学び取っていく、つかみ取っ
ていくというような、そういった中で知っていくと
いうことも、やっぱり参考書をデザインしていかな
いと、いくら詰め込まれても、そのときの感想文
では、「この地域すごいと思いました」、「すてきな
人、偉人がいたんですね」とか書くけども、やっぱ
りその後、聞いたりとかすると、「あんまり面白く
なかった」とか、「もう十分です」みたいな感じに
なっていくわけです。一方的に詰め込まれると。地
域を深く知るというの、まさに岡村君が言ってまし
たけど、そういったとき、詰め込まずとも知れるよ
うな形にしていく。

次「for」のところですけども、地域のために実
践する、行動する、貢献するとかいうことで、これ
で何かを、高石さんがおっしゃってましたけども、
いくら提言をしても物事変わらない、進まないわけ
ですよね。子どもたちの活動もそうなんですよ。地
域の課題解決型学習とかって言ったときに、何か生
徒たち調べて、「じゃあ何かで発表会しましょう。
地域の課題こうでした。こんなことやったらいいと
思います」みたいなことだとか、誰かに対して、

「行政さん、こういうことやるべきだと思います」
という発表をして、「あぁ良かった、良かった、す
ばらしい発表でしたね」というようなことで課題解
決型学習修了というようなことがやっぱり多々ある
わけです。

これはこれで意味はあると思いますが、例えばそ
れは地域について調べて発表する、考えて発表する
という後々の段階ではいいんですけども、やっぱり
中学生とか、ましてや高校生ぐらいになったら、そ
れを誰かにやってくださいよと、当事者意識なく、
こうしたらいいですよではなくて、こうやっていき
たいんだと、だからこの部分協力してほしいだと
か、当事者としてちゃんと提言していく、協力を求
めていく、呼びかけていく、巻き込んでいくとか、
自分たちはこうやっていきます、だからこの部分を
みたいな形で、もしくはぜひこれを了解してくださ
いと、だから自分たちがやりますからというような
形での実践、まさに言われていたアクションにつな
がる、もしくはアクションを前提にした提言だとか
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課題解決策を考えていくみたいなことを、中学生と
か、ましてや高校生ぐらいになったらやっていった
ほうがより、先ほど皆さんが出していただいた、こ
んな若者に育てたいというものにはつながっていく
かなと思っているところです。

 （畦地）
ありがとうございました。先ほど古川さんのお話

にも、それから岡村君の話でも、小さいときにその
ふるさとっていう気持ち、概念がなかったっておっ
しゃいましたね。多分それは、この「in」あたりの
体験がまずない。そして「about」もなかったとい
うことなんですね。けれども、敷地さんの場合は

「in」と「about」があったのかなと思うんですけ
ども。

我々も特に小学校の先生には、地域のことをちゃ
んと教えてねということで、「黒潮町のまちのこ
と」っていう３年生・４年生向けの副教材を作って
るんですけども、まあ学校に行くときれいなんです
ね、きれいなんですよ。これ一度も開いたことがな
いんじゃないかなと思うようなとこもあって、先生
方に言うと、なかなかオールジャパンの学習時間を
確保しなくちゃいけない。そこに地域学習を入れる
というのはなかなか大変というのは、分からないわ
けでもないんですけども、海士町のほうではそこら
辺、特に小学生に対して、地域学習の時間、ほんと
に地元のことをここでいう「知る、伝える」、そう
いう授業はどのようになさってるんでしょうか。

 （岩本）
例えば小学校だと、一番分かりやすいのは、小

学校６年生になると、全員がこの「about」のとこ
ろで「子ども議会」いうのをやります。１年間通し
て自分の興味・関心から課題を見つけて、その課題
解決を考えていくんですけども、そのときに高校生
とか中学生にかかわってもらって、当然地域に調べ
に行ったり、アンケートを取ったり、体験させても
らったりとかしながら、それで最後２月ですけど
も、毎年、町長とか議員とか行政の執行部とか、議
場で１人一つ政策というか、提言していきます。

これまず提言です。基本的には、夜暗くてこうい

うところで危ないとか、こういうのがあるから自分
たち帰れないとか、だから、こういうところに太陽
光のこういうものを設置してくれないかと。これは
予算がいくらぐらい掛かるけども、こういう形だっ
たら安くできるんじゃないかとか、アカテガニが
渡っていて、そこでよく車に轢かれてる、学校の周
りとか道でつぶされてる。これ調べたら、結構絶滅
危惧種というか、減っているやつだし、それ以上に
かわいそうだと。これを守りたいと。そのためにこ
ういう看板を作りたいんだ。そんな提言をしていく
わけです。

そのたび、町長とかが、それは面白いからやろう
とか、それはいいとか、もしくはここまではやって
いくと。看板を付ける費用は出すから、自分たちで
その看板の絵を描いたり、その活動をしてねとか。
そういう中でジャッジをしていくんです。大体半分
ぐらいの活動は、何らかの形で実現とか前に進めて
る。そんなことを通して、自分たちも町を変えられ
るんだと、自分たちも地域の一員として当事者意識
を持ってやっていくことで地域は良くなっていく、
もしくは自分たちも一緒にやれるんだというような
感覚を小学校のときにはやって、中学校になると自
分たちでもって実践しましょうとか、そんなふうに
かかわっています。

 （畦地）
ありがとうございました。多分ここで参加をされ

てる方の中には、高校の、ひと言でいうと魅力化と
いうことに興味があって、例えばそういうことにぜ
ひ取り組んでみたいと、取り組まなければならない
状況に置かれているというような方もいらっしゃろ
うかと思いますが、実は私の経験から言いますと、
県立高校というのは、非常に壁が高いです、正直言
わせてもらうと。今は違いますよ、うちの高校も違
いますけども、10 数年前までね。

地域にありながら、なかなか県立高校と一緒にい
ろんなことができなかった時代があったんですね。
けれども、今は全く違いますけれども、ひょっとし
たら皆さんが県立高校に行こうと思っても、なかな
かその大きな壁が立ちはだかる場合があろうかと思
うんですけれども、嶺北高校の場合は、高石さん、
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最初から現在、いや、過去から現在どんな感じでし
たか、高校と地域との何か、距離。先ほど岩本さん
から、地域と高校の距離は遠かったってお話があり
ましたね、距離の問題ですけども、どんな感じでし
たか。

 （高石）
そうですね、実際に高校の再編振興計画、これが

持ち上がって、実際、嶺北高校の生徒が 41 名を下
回るまでは、そこまで嶺北高校に関心がなかったの
かもしれないなと思います。そしてまた、地域が嶺
北高校をほんとに心配して、嶺北高校存続に向けて
何かせんといかんかなという思いになることはそれ
まではなかったし、実際私も嶺北高校に子どもが入
るまでは、嶺北高校にそんなに行くことはなかった
と思います。ただ、入ってからの状況を見ると、随
分と変わったなと、最近は思います。いろんな方も
嶺北高校に入って、いろいろ活動もされておりま
す。

ただですね、同居している嶺北中学校は身近だと
して分かってるかもしれませんが、連携型の隣に
ある土佐町中学校というところも生徒が半分来てる
んですけど、いま敷地さんの言われた、中学校に伝
わってない、伝えていきたいという話があるんです
けど、じゃあ伝わってるかと言うたら伝わってない
と思います。岩本さんが言われたように、じゃあ詰
め込むのかというと、それをしてもなかなか伝わら
ない。

当事者意識というのを今言われたんですけど、当
事者意識があったときもあります。それがまた薄
れてきたりもします。それを絶えず中学生、小学生
に、入ってみて良かったじゃなくて、小学校にいる
間から嶺北高校のこともよく分かるようにしていか
ないと、中３になってから伝えようなんて思っても
嶺北高校のことは伝わらないし、日常的に地域とか
小・中学校に伝えていっていないと、なかなかその
入ってみて良かったでは、もう高校としては魅力化
というのは自己満足になってしまいますので、そこ
んところはこれから課題だなと。

ただ、当事者意識を高めていくというのは中学生
にせないかん。ただ、中学生も持ってます。同じ

ように、将来はふるさとへというのは持ってるんで
すけど、それがやっぱり高校までは地元でというの
は我々の考えですので、それを小・中学校の間から
高校の魅力を伝えていけるような仕組みをつくりた
い。そういうふうに思っています。

 （畦地）
ありがとうございました。参加者の中には高校の

先生もいらっしゃいます。ぜひ高校の先生にも聞い
てみたいなと思うので、窪川高校の校長先生、ぜひ
ですね窪川高校はこういう目的でやってるんだとい
うのを、皆さんにぜひＰＲも含めて、学校の取り組
みを少しご紹介してください。

 （窪川高校校長先生）
窪川高校の森本といいます。油断してました。

やっぱり学校の説明、中学校への説明は敷地さんに
やってもらったほうが絶対いいなと思っています。

距離感の問題からちょっというと、県教委の立場
もあって、ちょっとこう違うでということも反論し
ちょかんと、一方的に畦地さんに言われると困ると
ころもあるんで、ちょっと反論しちょきます。

確かに子どもたちがいっぱいおるときには、県立
高校っていうのは１校で完結すると、人事にして
も教育内容にしても学校の中で完結するというのが
一つの考え方でありました。ただ、まだ市内のほう
は子どもたちが多いので、一つの学校で完結するっ
ていう認識があるだろうし、それをやっていっても
まだもっているんですけど、中山間地域の小規模校
はもう先生の数であるとか生徒数を考えると、もう
一つの学校の中だけで完結するということはできな
い。でも、やっぱり昔のその完結できるっていう認
識で来られて、それをできんっていうふうに意識の
転換が完全にできているかというと、まだやっぱり
できていない部分もあるので、その部分が恐らく畦
地さんが言われたように、高校との距離感がまだ高
いという部分が残っているんだろうと思います。

ただ、これからの時代は、絶対中山間地域の小規
模校だけでなくて、高校が学校の中だけで完結す
るっていう方向ではないと思うので、そういう意味
では先に中山間地域、小規模校のほうが大規模校よ
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りは気がついて、地域とかそれから外の力を借り
て、学校の教育をしようという方向に進んでいると
思います。それはもう全国的な流れ。だから、中山
間地域の小規模校のほうが、実をいうとこの教育
の、岩本さんが言われたようにもうトップを行って
るんじゃないかなという、そういうつもりで学校経
営をしています。

実を言えば、小規模校に行ったんで、ちょっとう
ちから遠いんですけど、窪川高校が今すごく楽しく
て、窪川高校が結構楽しく経営を、経営という言い
方おかしいですけど、運営させてもらっています。

課題はやっぱり生徒数が少ないということで、小
さい中で密度は濃いんですけど、やっぱり切磋琢磨
する高校教育の提供ということがやっぱり希薄にな
ります。だから、それも一つ考えて、例えば隣の小
規模校の高校であるとか、そういうところとちょっ
と、ずっとじゃないんですけど連携しながら、お互
い文化の違う交流というのを広めていくというの
が、これから考えていかなければならないんじゃな
いかなと思っています。

今日ここへ来て思ったのは、もう高知県の中だけ
でなくてもいいんじゃないでしょうか、日本全国に
視野を広げたり、それから言葉の壁を超えていった
ら、東南アジアとかそういうところのほうにもつな
がりできるんちゃうかなと感じるシンポジウムにな
りました。まだそこまで具体的な方向は県内だけで
すけど、これから先は日本全国とか世界を見据えた
受け入れが必要というのは、大規模校より中山間地
域、小規模校のほうがやりやすいかなということを
感じています、今んところ。

 （畦地）
ありがとうございました。

 （瀬戸）
すいません、１点質問をさせていただいて、よろ

しいですか。

 （畦地）
質問ですか、はい。

 （瀬戸）
すいません、土佐町の瀬戸

昌宣と申します。先ほど高石
さんからご紹介ありました、
パクり、嶺北高校の教育魅力
化特命官を仰せつかりまし

て、今年の１月から土佐町に入ってます。僕は昨年
の大晦日にアメリカから家族で帰ってきました。ア
メリカは大体 10 年間ほどちょっと研究教育をやっ
ていたんですが、もう皆さんの話、僕「うんうん」
というか、おっしゃるとおり、今隣にいる僕の上司
も、何か瀬戸君がいつも言ってることが全部ここに
あるなみたいな話になってたんですけど。

僕もやっぱり小さいということがすごくアドバン
テージだという話を来た当初からずっとしてるん
ですが、特に地域の人材をどんどん高校に利用して
くれたらと僕も思うんです。どんどんおれを使って
くれと思うんですね。英語の授業であってもサイエ
ンスの授業であっても、数学の授業であっても、何
でもいいんですが、ただ、僕もそういった形でかか
わろうとすると、高校の先生たちが「いやぁ瀬戸さ
んは学位、博士持ってらっしゃいますが、教職免許
持ってらっしゃいませんよね。そういう方に授業し
ていただくわけにはいきません」というのが、もう
枕詞のようにずっと出てくるんです。これは高校レ
ベルでも中学レベルでもそうです。

ただ、もうそういう要するに制度が、教育って常
に社会の変化に後付けでやっと追いついていく。つ
まり、いつも１周２周遅れなんですよね。その制度
を待ってると、もうせっかくその中山間地域で小規
模校で最先端を僕らが走ろうとしてるのに、常に足
かせがそういった制度なんですよね。岩本さんも多
分島根県のほうで、民間人材を採用するというよう
な形やっていらっしゃいますけど、そういった形で
すね、県としても、あと学校としても、そういった
方にもうちょっと門戸を開く特例のような形がやっ
ていただけないのかなと思うんですけど、そこら辺
に関して。

 （畦地）
嶺北の校長先生もいらっしゃるとお聞きしたんで
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すけれども、その件、嶺北の校長先生も少し、学校
のＰＲも含めてでよろしいですので、お答えくださ
い。

 （嶺北高校校長先生）
まず、敷地さん、ぜひうち

の生徒会と交流を、それが１
点です。

嶺北高校の校長です。川島
と申します。ほんとに今日は

こういう場にこらせていただきまして、誠にありが
とうございます。

嶺北高校、岡村が言いましたように、部活もやり
生徒会もやり、自主活動もやり、ほんとに何役も
やってくれてます。教員も部活顧問もおり、自主活
動も担当しているということで、ほんとにあっぷ
あっぷの状態で、とにかくもう学校教員、学校だけ
では対処できない問題がたくさんありまして、そう
いうのを地域の方にご支援をいただくしかないと私
は考えてますし、学校だけでは限界が来ています。
ですので、私は協力していただくことに関しては、
もうオールオッケーという気持ちです。もう力を貸
していただける方には全部貸していただこうと。

今、瀬戸さんがおっしゃったように、学校の教員
というのは自分たちが中心、外部の人を見ても二の
次というそういう意識がまだまだあるんで、そうい
う意識も変えていかなければできませんし、確かに
授業というのは教員免許がないとできませんけど、
今ＴＴがあり、学習支援員制度もあり、いろんな形
で生徒とのかかわり構造ができておりますんで、ま
ずできることからやっていただいて、教員の意識も
変えていきたいと考えております。以上です。

 （岩本）
今、校長先生もおっしゃられてましたけど、瀬戸

さんのお話伺ってちょっと思ったのは、半分は生徒
さんの責任もあるような気がしていて、恐らく教員
免許がないから頼めないというのはある種の言い訳
で、言い訳というか、多分怖いというか不安感とか
信頼関係ができてないから、そう逃げるんだと思う
んですよね。

教員免許がなくたって、１人で授業をやるという
のはそれはある種特別教員免許とかいろんな、い
ま既存の制度の中でもある程度何かちょっと使わな
きゃいけないけども、別にそうじゃなくてもいろん
な形でその授業だとかにかかわれる余地は当然あり
ますし、ほんとにいい形だったらかかわってもらっ
て、助けてもらえるんだったら助かるということ
だって正直あっても、やっぱり信頼関係とかができ
てないと怖くて、外部の人に開くとか入ってきても
らうとか、それで批判を受けるとか、もしそれがま
た地域の中で、あの学校はこうだとかみたいなもの
がやっぱり広がっていくとか、そういうことに対し
ての恐れだとか、それは生徒や学校を守る立場から
すれば当然あるわけで、そこをどうやってちゃんと
信頼関係つくれたら、丁寧にというか、やっていく
かっていうのは一つポイントではあると思うんです
よ。

例えば島前なんかで見ていても、僕もそうでした
けど、学校に入らせてもらって、授業をやるとか
ではなく、一緒に掃除する、部活の手伝いをする、
授業のＴＴみたいな形でなかなか授業に集中できな
い子たちを支援させてもらうとか、コピーをとると
か、そういうところで先生が助けてほしいというと
ころから入っていって関係性つくっていくと、だん
だんやれる範囲が広がっていったりだとか、もしか
提案が通っていったり、もしか一緒に提案をつくっ
ていける関係ができたりとかっていうところです。

地域側はどうしても、僕もどちらかというと地域
側の考え方が濃いですけども、何かこう学校に対し
て批判的にとか、学校の壁が高いからやりにくいん
だとか、教員の意識がこうだからみたいになりがち
なんですけども、でも、学校に入るとまた違う世界
が広がってきて、要は文化が違うというだけで、ど
ちらがいい悪いの話じゃないので、その異なる文化
がどうやって協働していくのかという、まさにそれ
こそ縮図がそこに広がっていて、そこが今僕ら大人
が試されているという。

だって、子どもたちはそういったこれからほんと
にグローバル化していく、多様な文化と一緒にやっ
ていかなきゃいけないような時代を切り開いていく
中で、まず大人たちがそういった組織や文化が異な
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る者たちがどうやって一緒につながっていけるの
か、協働していくのかっていうのがまず問われてい
て、それを乗り越えていく中で、子どもたちにそう
いう環境だとか教育が提供できるようになってい
く。そんな物語がここにあるのかなというようなこ
とを感じました。すいません、余談でした。

 （畦地）
ありがとうございました。そろそろ議論が非常に

盛り上がってきて、実はいろんな話を聞く中で、あ
れも聞いてみたいな、これも聞いてみたいなという
のが出てきたんですけれども、時間も押してきまし
たので、締めの関係に入らせていただきたいなと思
います。その前に、先ほど森本校長先生のフォロー
をするわけではないですけれども、私も今、一つの
学校で完結していた高校がやっぱりそれだけでは駄
目だ、やっぱり地域に生徒が出ていって、地域から
も力をもらわなくちゃ駄目なんだということが起き
ているというのは感じています。

といいますのは、私の母校の某高校ですけれど
も、そこもどっちかというと１校ですべて完結型
で、校長先生以下、もう完全に一つのとりでの中で
皆さん生活されているような学校だったんですけど
も、そこも地域の人に何か入ってきてもらって、ゲ
ストティーチャーのような授業を今年からしたいと
いうことで、私もこの前行ってきました。ようやく
某高校も、大方高校に遅れること十数年、そういう
ことにも取り組み始めたのかなというのを感じてい
ます。そういう意味では、嶺北もそれから窪川高校
も先に行ってるというのは、私はほんとにそのとお
りだと思います。

ということは、そういう教育がこれから我々高知
だけではなくていろんなところで求められていると
いうのが、どうも方向性として見えてきました。つ
まり地域を元気にする教育は、地域と学校が連携を
してやらなければ成り立たないということですね。
学校だけで子どもを育てて社会へ送り出す今までの
やり方というのは、要は通用しなくなってきた。そ
の結果が、今我々が直面している社会問題だと思い
ます。

そこで最後に、皆さんにお聞きをしたいと思いま

す。地域を元気にする教育、それをこれからこうい
うふうにしたい。あるいは高校生の皆さんには、僕
は将来こういうふうになりたいんだということも含
めてひと言でお願いしたいと思いますので、まず、
岩本さんからお願いできますか。

 （岩本）
そしたら、一つは、先ほど校長先生とか言われ

た、まさに小さい学校は学校だけで完結できないと
いう状況の中で、じゃあどうするのかで、一つは、
先ほど出たように地域をどれほど、もしくは地域の
人材を活用するかですよね。もう一つはやっぱり先
ほど出てました、他の地域とか他の学校ですよね、
それは例えば小さい学校で課題解決的な学習だと
か、自分の興味・関心を深めて、探究的な学びとか
やっていったときに、このテーマについて考えたり
とかやってるのは自分しかいない。ほかもまたみん
な違うテーマでやってる。

そうしたときに生徒の中で出てきたりするのは、
ほかの分野の話を聞くのもいいんだけども、やっぱ
り福祉なら福祉でもっとほかの高校生とかと語り合
いたいとかいうのがあって、もしくは自分も意識高
くやってんだけども、ほかの生徒の問題意識に比べ
ると何だかちょっと議論がかみ合わないとか、そう
いう生徒出てくるわけですよね。

そうしたときに、実は小さい学校って、ほかでも
そういった活動をどんどんやってるとこあるんで
すよね。例えば島根県内だったら県内の学校でそう
いったことをやってるところが集まって、高校生同
士が合宿とかでガンガン議論したりとか、自分たち
はこんなことやってるとか、自分はこんなプロセス
を持ってやってんだみたいに、喧々諤々、対話とか
やったりするとすごく盛り上がるわけですね。

それで帰って、またＳＮＳとかでつながり合いな
がら、お互いのプロジェクトを共有したりとかしな
がらやってたり、あとは、例えば長崎の高校とかと
ＩＣＴとかでつないで、それぞれがやってる活動を
発表したりしながら、自分たちの学校でこの程度の
発表がいい発表だみたいになってくるのが、先ほど
岡村君とかも言ってた、高校２年生のとき他校の高
校に行って発表したら、何か自分たちのやってるこ
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との特異性に気がついたとかですね。そういう他流
試合していく中で磨かれていくというところがある
ので、そういったものをふんだんに活用していくと
か、そのときのツールとしてＩＣＴみたいなものな
んかもまさにへき地の学校の強力な武器とかになっ
ていくので、そんなプラットホームなんかもつくり
ながらやっていくのも一つかなと思います。

最後、本質的にはこういった問題って、僕ら自身
が問われていると思っていて、島前で生徒と話して
たときに、何やりたいのか聞いてたら、町のために
何かしたいっていうわけですよね。地域のために何
かしたい。僕からいうと、気持ち悪いことをいうわ
けですよね。おまえ何だよと、おれ、高校時代にそ
んな町のためなんか思ったこと一度もないんだと。
そんなこと言ってるやつって、ほんとに気持ち悪い
ということを吹っ掛けるわけですよ。おまえ、何で
そう思ったんだみたいなことを聞いてくわけですよ
ね。いや、でも、なんか明確な理由とかきっかけな
い。

これ東北とかで聞いていくと、やっぱり震災と
か、そういうのが出てくるわけです。あの震災で、
自分は絶対にふるさとに帰ってくるんだと、地域を
何とかしたいと、出てくるわけですよ。やっぱりそ
ういう衝撃的なエピソードとかインシデントとかあ
ると、そうなるんです。でも、島前で話聞いて、別
にそういう東北みたいなエピソードがあるわけじゃ
ない。

でも彼の話を聞いて、僕がなるほどなと思ったの
は、だんだんそういう思いが積み重なってきたって
言うんですよ。今、地域がこれだけ人の数も減って
いるという状況の中で、町の人たちこんなふうに頑
張ってる、大人たちが。自分の親だってこういう民
間というか、一次産業をやってて、こういうふうに
やってる。ましてや外からこういう人たちがＩター
ンとかで来て、見ず知らずの学校とか、母校でもな
い学校とか地域のために何かやってる。

そういう大人たちを見ていて、だんだん自分も早
く一緒に闘いたいんだと。こうやって地域の人た
ちが必死で自分たちの町を守るために闘ってる姿見
て、自分ももっと早く強くなりたいとか、自分も力
をつけて、この人たちと一緒に闘える自分になりた

いんだ。そういう思いがだんだん積み重なってきた
というわけですよ。僕はそれ一つ、ものすごい気づ
きだったんです。何か素敵なすばらしい教育プログ
ラムをやれば、生徒がそんなふうに育つとか、やっ
ぱりそういうものではなく、そういう部分もあるん
ですけど、それだけではなくて、本質的にはそこに
かかわる大人たちがどれだけ本気で当事者意識持っ
て、その地域の課題が何かを解決していこうとして
いるのか。

学校の生徒の問題ではなくて、はっきり言って、
大人の地域課題解決型学習そのものなわけですね。
提言だけつくっても変わらない。自分たちがどう
やってほかのステークホルダーを巻き込んで、協働
的に解決していこうとするのか。そういうことが問
われているわけです。そういう姿勢をやっていくこ
とで、結果的に、生徒たちとか子どもたちにもその
背中が伝わっていくみたいなことが起きてるんで
す。

もう一つだけ、高校とかである協議会とかで保
護者さんと話してたときに言われたのが、「今こう
やって学校を何とかしようとしてやってるけども、
正直うまくいかないと思ってます」というわけで
す。その人は子ども３人がいるという中で、私はう
まくいかないと思ってるんだけど、でもやらなきゃ
いけないと思ってる。

何でっていう話になると、下の子が小学生にいる
んだけども、自分の子どもが運動会でどうせ自分
は勝てないと、足が遅いから勝てないといって力抜
いて走ったり、最後全力で走りきらなかったりした
ら、私は絶対怒るというわけですよ。負けてもいい
から最後まで走り抜きなさいと、私は絶対に自分の
子どもに言いたい。そういうためには、自分がここ
でどうせ無理、どうせ勝てない、だから手抜こうと
か、だからやめようというふうにやっていたら、私
は自分の子どもに、最後まで負けてもいいから全力
で走りなさいと言えなくなる。言えない。だから、
これ無理だと思ってもやる、やらなきゃいけないと
思って、これにかかわってますということをそのお
母さんは言っていて、僕はこういう大人の姿勢が
やっぱり子どもたちに伝わっていくということが、
本質的なことではないのかなと思っているというと
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ころです。以上です。

 （畦地）
ありがとうございました。では、高石さん。

 （高石）
今、瀬戸さんが学校とか中学校にまだちょっと障

がいがあるということで、今、岩本さんのほうから
信頼関係だという話もありましたが、そういうこと
で嶺北高校教育魅力化特命官という名前を、本来は
地域おこし協力隊なんですけど、それではいろいろ
取り組みにくいなということで、校長先生にお願い
して、県教育委員会の了解を得て、今回嶺北高校の
校長の任命を受けて、その名前を任命しています。
多分徐々に動きやすくなっていくんだと思います。
私ども、小・中・高を通じて全部同じように行き来
してます。これはもう長年行ってるので、「あぁ、
あいつか」ということで信頼関係の中のことなんで
すけど、多分徐々にそういうものは解けていくんだ
と私も思っています。

それで、今日の「若者の流出を止める教育力」と
いうことで、その地域の教育力っていうのはやっぱ
り子どもたちに、生徒たちにどれだけ多くの機会を
与えてあげられるということじゃないかなと思いま
す。それは部活動であったりもします。ただ、嶺北
高校なんかも生徒数が少なくなって、部活動も足ら
なくなった。じゃあ１での世界が足らないんだった
ら、0.5 でいいんじゃないかと。第１部活、第２部
活でもいいんじゃないですか。それをやるんじゃな
くてもいいし、第１部活、第２部活、第３部活で三
つの部活に所属しておれば成り立つんじゃないかと
か、0.5 と 0.3 と 0.2 でもいいんじゃないかという
ようなことも考えてます。

少ないなりにやっていくことも大事だし、じゃあ
そうなると、地域の指導者というのも要るように
なってくる。地域から学校に入って、部活動の面倒
を見るとか、駅伝を走りたいやつは駅伝もみてやる
と、いろんなことが分科会も含めて、地域もできる
ことがあるんじゃないかと思います。そういう機会
をどんどん与えていって、また、瀬戸さんみたいな
人に教育のありようとか、そういったことの高い分

野で機会を与えていってあげたいなと、そんなふう
に思います。

もう一つ、流出ということに関すると、いる間に
魅力を感じてもらいたいと思います。敷地さんのよ
うに、いる間に魅力をすべて分かってるみたいな感
じの生徒はなかなか少なくて、出て初めて分かった
という生徒もいます。でも、じゃあ帰ろうかという
ことにもならないと思う。やっぱりいる間に嶺北高
校の魅力、地域の魅力、中学・小学生にもいる間に
分かってもらいたい。特に高校生に分かってもらい
たいので、岡村君のように外から来た人には分かる
かもしれません、古川さん。でも、地元におる人は
外から見たことがないので、いる間に外から見れる
チャンスというのも、それも機会なので与えたい。
島前高校のような留学制度、東京からいろいろ国内
留学とか、そういったこともいる間に、外からわが
高校、わが地域を見るチャンスを与えることも大事
じゃないかなと、そういうことも含めて、地域でで
きることはやっていきたいと考えています。

 （畦地）
ありがとうございました。それでは最後、高校生

の二人には、将来に向けて誓いの言葉を述べていた
だきましょう。

 （岡村）
すごく重要な役割をいただいたような気がしま

す。高校３年間を振り返ったんですが、今日の議題
の題名にもあるように、本当の教育を高校３年間で
してもらったと思います。学校の先生から、地域の
方から、保護者の方から、いろんな方から教育、本
当の教育というものを受けさせていただきました。
これから僕は高知工科大学に進学して、音のことに
ついて研究を進めようと思ってるんですけれども、
音のことについて、嶺北地域では戦闘機とかものす
ごく飛んでて、騒音の被害とかも結構出ているとい
うことを聞きました。なので、将来はそういった関
連で何か貢献できるようなことがあったらいいなと
いう、まだ漠然とした考えなんですけれども、そう
いうことを思っています。

地域に帰りたいかと聞かれれば、100％帰りたい
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というのは今時点では思ってなくて、どちらかとい
うと、海外に出たいっていう思いのほうが近いで
す。１回日本の外に出て、まず日本がどういう状況
なのかというのを客観的に見てみたいから。それか
ら、その日本の中でもこの中山間地域というのは、
一体どういうような役割をしているのかというのを
一旦外から見たいなと考えています。必ずしも地域
に帰らなくてもできることがあるだろうと。岩本さ
んのプレゼンにもグローカルという言葉が出てきま
したけれども、グローバルでありながらローカルに
かかわるというようなことが、これからＩＣＴなん
かでもできるんじゃないかと思いますので、これか
らは外に行って地域を伝える、そういったような人
材になりたいと考えています。

まだダイヤモンドの原石はいっぱいあるんですけ
ど、それがまだ土の中に埋まってて全く見えない
わけであり、何を磨いてるのかさっぱり分からない
と、それじゃあ意味がありませんので、ぜひ海外に
行ってその土の中からダイヤモンドを掘り起こし
て、こういうところなんだというのをアピールでき
るような人間になりたいと考えています。以上で
す。

 （畦地）
それでは、敷地さん、お願いします。

 （敷地）
私は、さっきも言ったように、窪川で保育士をし

たいと思っています。まだ高校生活が２年間残って
いるのは大きいと思うので、この１年間で学んだこ
とを活かして、まだこの１年間やってきたことを続
けることも大事やし、新しく何かを始めて何かを吸
収したいと思います。それで、保育士の資格を取る
ためには、どうしても町外へ１回出ないといけない
ので、市内で資格を取るか、また県外まで出て資格
を取るかはまだ明確じゃないですけど、その行った
場所でも窪川のいいところ、高知県がいいんだよと
いうのを伝えれるような高校生活を送りたいと思い
ます。

将来はほんとに窪川に帰ってきて保育士ができる
なら、自分が経験してきた楽しいことをちゃんと子

どもに伝えて、その子たちにも窪川が好きとか、将
来戻りたいと思ってくれるようなかかわりができた
らいいなと思います。

 （畦地）
ありがとうございました。最後に、なんか私がも

う締める必要もないかもしれませんけれども、少し
まとめというような形でしたいと思いますけども、
岩本さんの途中のお話の中に、唱歌の「ふるさと」
のお話がありました。「ふるさと」の３番「志を果
たして　いつの日か帰らん」、つまり私たちはこの
100 年かけて、中央のために貢献する人材を地方
は出せという教育をずっと受けてきたということで
す。その結果がこういう状態を招いてきた。そうで
はなくて、志を果たしにふるさとに帰ってこい、こ
ういう教育を我々はこれからまた 100 年やること
によって、地域に人を取り戻すことができるのでは
ないかと思います。

先ほど岡村君が海外に出たい、けれどもふるさと
に貢献したいという気持ちを切々と語っていただき
ました。僕は必ずしもみんなが帰ってきて、ふるさ
とに貢献しろとは言いません。どこに行ってもいい
けれども、やはりふるさとを忘れず、ふるさとのた
めに貢献をしたいという気持ちを持って生きていく
こと、それがすごく大事。敷地さんのように、窪川
に帰って、私は保育士となって、次の子どもたちに
ふるさとの魅力を伝えたいんだというやり方もあり
ますし、よそに行ってもふるさとを思い、ふるさと
に貢献する気持ちを持って、いずれは多分帰ってき
て起業もしてくれるはずです。なので、そういう気
持ちを持ってふるさとを後にする人材を育てること
が我々の使命でありますし、むしろ高知がこれから
目指さなければならない教育の姿ではなかろうとか
思います。

島根も高知も国の指標ではゲビ争いをしていると
いうことになりますけれども、そういう意味では、
課題の先進県で課題解決に向けてのまた取り組みの
先進県でもあるということが、日本全国、高知やあ
るいは島根に学ぶべき点がたくさんあろうかと思い
ますので、ぜひ我々もそういうところに向けて情報
発信もしていきたいと思いますし、高知県の教育委
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員会にも、ただ単に数字で学校を再編するのではな
くて、必ずしも数が少ないから駄目だという話では
今日はなかったと思うんですよね。小さいなら小さ
いなりのすごく魅力があるということをやっぱり分
かっていただいて、ほんとに数の論理で学校を再編
するのではなくて、ほんとに高校の魅力、それをど
うやって高めるかということによって、高校という
ものを地域の、地域づくりの核にしていく。これが
我々今から必要なのではないかというふうに思いま
した。

ちょうど時間になりましたので、これで私の進行
は終わりまして、あとは事務局にお返しをいたしま
す。

 （司会）
ちょうど時間ぴったりに、しかもきれいに最後ま

とめていただきまして、畦地さんありがとうござい
ました。十分な事前の打ち合わせもできないわけで
すが、ほんとにきれいにコーディネートしていただ
きまして感謝申し上げます。

ということで、もう私のほうから、あえてもう最
後まとめのようなことは申し上げませんが、ステー
ジの皆さん、そしてフロアの皆さん、ほんとに何か
一体となった、大変中身の濃い、温かい雰囲気のパ
ネルディスカッションにすることができたと思いま
す。皆さんに感謝申し上げます。

最後に、パネラーとしてご登壇していただいた４
人の皆さん、そしてコーディネーターの畦地さん、
５人の皆さんに盛大な拍手を送りたいと思います。
よろしくお願いします。

それでは以上をもちまして本日のシンポジウムを
終わりたいと思います。ありがとうございました。


